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1.緒 言

紅花(ベ ニバナ)CarthamustinctoriusLinn.,は 菊科 に属 す る南 アジ ア原産 の一年生

草本で ある.夏 に紅色 の花冠を採集 して紅(ベ ニ)を つ く り,布 を染め る.化 粧 料 とな り,

染 料 となった歴史は古 く,2500B.C.のEgyptの ミイラの まとった衣類には紅花 色素が認

め られ(1909)北 朝 鮮平壌郊外の古墳を発掘 し,化 粧箱 の中に2000年 来,色 をか えぬ綿に

浸 した紅を得た(1925)と い う1).

紅 花 には カル タ ミンCarthaminと い う紅 色素 と水溶性 のサ フ ロー一ルェmSafflor

yellowが 含 まれ ているが,紅 花染には,こ の水溶性 の黄 色素を出来 るだけ除いて,最 後

にアル カリで紅色素 を抽 出し,酸 を もつ て紅色 を発 色 させ て布に染着 す るのであ る.ア ル

カ リ抽 出を古 代エジプ トでは地 中海沿岸 の海藻の灰 や陸 地の天然 ソー ダを 川 い,古 代中

国,朝 鮮,日 本 の稲作民族は稲藁 の灰 をアル カ リ源 として利用 した.発 色剤 の酸 は東 西 と

もに酸味 のあ る果汁を用 い,次 第に 有機酸や酢に変 え られ た.日 本 では奈 良朝期 に烏梅水

(梅 の実を焼 き,磨 りつぶ して水溶液 としたもの)平 安朝期には米酢 とな り,そ の ま瓦近

年 まで続 いた.藁 灰を川 いる ことも同様 であった.19世 紀 の欧 洲ではSoxhlet2)の 記1進

に よると,ア ル カ リには炭 酸 アル カ リ,酸 には クエ ン酸が用い られ ていた.

紅 花の紅色素 を初め て糸1【i晶として得たのは,亀 高徳、FとPerkin3)の 共 同研究 に よる4,

の で あ り,こ の色素の構造式を最初に発表 したのは黒 田チ カ4)で あ る.サ フ ロールェR

一の構造 は未決定であ る.紅 染の白眉は絹 の染色であ って,古 代におい て西洋は絹を産せ

ず.SilkRoadを 通 して中国か ら絹 を将来 していたので,絹 の染色は東洋におい て発達 し

た.木 綿,麻 の植物繊維 は紅色素 を よく吸着 す るが,絹 は紅 色素 と同様に黄色素 も染着す

るので,美 しい紅 を染め るために は水溶性 の黄 色素を充 分に除いて圧搾 した紅花(こ れを

紅花餅 と言 う)を 用 いたのである.絹 染 めは藁灰汁 中に絹 布を浸漬 して陽に乾かす.こ の

灰汁 漬けを繰返 して精練 した絹布 を紅 の発 色液 に浸 して常温で染め るのであ る.こ の藁灰

汁 漬けの処理 について端 与之助5)は 昭和7年(1932)に,灰 汁 中の ケイ酸 が主 要の 役割

をす る と報告 し,細 辻伊八郎6)は 昭 和15年 に 灰汁中のAlが 絹 布に選択 的に吸着 され媒

染剤 とな り紅染 の美 しい色 調を表 わす もの とした.著 者 らは東西に伝わ る古代染色の技術
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を追跡しつ 瓦紅染においてのケイ酸の挙動 とアル ミニウムの媒染効果を探 り,紅 染に関与

する必須因子を決定するために本研究を行なった.

2,実 験 共同実験者 奥野博子

2,1試 料

2.1.1被 染 布:前 報7)と 同 じ絹 布,綿 布を用 いた.さ らに本研究には麻布 として無形文

化財 品 「越後上布」 を試験す る機会 にめ ぐーまれ た.

2.1.2紅 花:山 形産紅花(昭 和47年 初 夏採 集)を 川 いた.黄 赤色の花冠 を摘んだ もので あ

る.水 分=11.89%,灰 分=14.70%

2.1.3紅 花餅 の調製:清 浄な綿 布袋に紅 花風乾品109を 入 れ50mlの 水 道水中に浸 して黄

色色素を もみ出す.水 を更新 して,こ の操作を6回 繰 返 した後,袋 を固 く絞 り,紅 花を乳

鉢中で叩 きつぶ し,丸 い扁平の花餅 に形造 り,竹 で編んだ平底籠に並べ て陰干 し乾燥 して

保存 す る,花 餅3個=5.469.収 量 平均55%.

2.1.4梅 酢:泉 州産 の黄熟 した梅 の実を用 いた.水 洗 し風乾 した後,果 皮 と種 を除 き果 肉

を乳鉢で磨 りつぶ し清浄な綿布 に包 み 果汁pH=1.2を と り,果 汁の4倍 量 の蒸溜 水で稀 め

て用いた.

2.1.5稲 藁:稲 藁の原料の イ ネの品種は 「豊年」 であ る.昭 和47年3月15口 土 佐 清水市宋

呂において種子を水漬け し,3月24日 播 種,苗 床で生育 させ,4月24日 植 付 け,7月30日

刈 取 り,茎 部を2cmの 長 さに細断 して研究室に運ん だ.

2.1.6稲 藁 灰 の調製:古 来,紅 染の下 漬け と紅 の染液を抽出す る稲藁灰を得 るに は秘伝8)

とされ てい るが,い つれ も早稲藁を新鮮 な うちに灰化す る こと.稲 藁束 は立てかけて燃や

す こと.灰 が完全に 白 くな らぬ うちに灰汁 を採 る こと.以 上 の諸点が共通 してい る.こ れ

らは新 らしい材料 を用い て均一に燃や し,有 効 成 分を失わぬ うちに灰汁 を採 ると解 され

る.著 者 らは2.1.5の 稲 藁(水 分=13.74%,灰 分=11.68%)を 天 日乾燥 させたあ と種

hの 段階 の灰 化を行な った.灰 化の方 法は70×90cmの トタン板 を鉄製の三足台にのせ,藁

を円錐形に トタ ン板上 に積 み重ね,ブ ンゼ ン燈 に よ り板下 よ り加熱 し,ハ ン ドバ ーナ0で

点 火し,ク ヌギの棒 を もつて藁 の火廻 りを均 等に した.

2.1.ワ 藁 灰 汁の選 定:2.1.6の 方 法に よって,(A)表 面 黒色で芯(し ん)の 硬 い もの.(B)表 面

灰 色で芯 の軟 らかい もの.(C),表 面慰(じ ょう)と な りきわめ て軟 らかい もの.(D)完 全 に灰

化 し粉状 の もの.(A)(B)(C)及 び(D)の藁 灰 はそれぞれ試 料藁209よ り,7.19,6.42,4.99

お よび3.29が 得 られた.藁 灰4種 を各29採 り100mlの 蒸 溜水を加 えて10分 間boilし た

濾液 は(A)=pH.9.0(B)=pH9.4(C)=pH10.0⑪=pll.10.1(A)は 黒 色(B)は 褐 色(C)は 淡 黄

色⑪ は白色であ る.(A)(B)は 試 みに小量 の骨炭を もって脱色 したが時間 の経過につれ て着色

し有機物質の含有を示 した.(C)は コ ロイ ド状を示 し長時間放置す ると白色膠状 の浮遊物 を

生 じた.こ の ものは ケイ酸 アル ミニウムで,(C)液 が 最 も紅染に適 した ものと判 明した.

2.1.8藁 灰 汁の調製 と分析:2.1.7(c)の 藁 灰 を作 り直 ちに水中に投 じて液 をboilさ せ,放

冷后,前 報の椿灰 汁調製 と同 じ要領 で飽和溶液 の一定量(1L)と し てA.0.A.C法9)

に 準 じた方法 で分析 を行な った.藁 灰 の分析値 はIC)の もので,藁 灰汁は(C)の 飽 和溶液であ

る.
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第1表 藁灰と藁灰汁との組成

稲 藁 灰 藁 灰 汁
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0.01

0.27

40.24

す.7回 の灰汁漬けを行った.水 洗原布,灰 汁練 り1回,

ついて島津製光電色差計をもって行なった反射率測定の結果は第1図 のごとくである.

2.2絹 布の藁灰汁練 り:試 験布は前法の

如 く凡て煮沸水処理後風乾 したものを用

いた.試 料絹布19に ついて(灰 汁C処

法のもの)100mlに 梅酢を加えpH=5.0

に調節した液中に浸し,と きどき灰汁液

より布を取 り出して絞 る.絞 つた布はこ

れを拡げて風に当て,再 び浸す.1時 間

後に布を取 り出し固く絞つて日光に 晒

す.こ れを第1回 処理 として,風 乾 した

布を再び同様に灰汁漬けを繰返す.回 を

重ねるにつれて絹は光沢を増 し,乾 燥す

ると緊迫によって 「絹 鳴 り」現 象を 示

3回,5回 および7回 の試料に

380 18058Q

波 長(nm)

第1図 絹練 り試験布の反射率曲線

GNU700
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これに よると椿灰汁漬 と同じく,絹 布は灰汁練(ね)り の同数が増すにつれて光沢も増

し絹鳴 りを生 じるが,黄 変度は増加するi司じ1ば〔向が認められた.紅 染における灰汁練 り作

業を5回 まで行なうのは上等品 とし7回 は極一ヒ等品とゾよしていた理山もこのカーブから窺

える.

2.3越 後上布の 「雪晒 し」効果:木 綿 と麻は紅色素をよく吸着するので,通 常は藁灰汁漬

けを行なわない.本 報告では後述の媒染効果を試験 したのである.越 後上布はその未晒原

布 とrr晒のL布 を恵まれた機会に ヒ記 と同じ反射率を浬ll定した.そ の結 果の図を2図 に示

す.

.反

射

率

%

I

弟

380 4HO 580 6807〔 、O

波 長(nm

第2図 越 後上布の雪晒し効果

第2図 から2波 長法によって黄変度指数(Y.1)を 求めると第2表 に示す数値となる.
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第2表 越 後 上 布 のY.I

ll
R450R700 Y.1=(R700-R450)/R700

未 晒 原 布

雪 晒 上 布

37.5

70.5

70.0

83.0

0.46

0.15

Y.1指 数 の格段の差に注 目され る.数 値 の小 さい ことは漂 白の効果の大 なることを現わ

してい る.苧 麻(か らむ し)と い う麻 糸を 「い ざ り機」で織 った原布を清泉に漬け,雪 の

上 に干 し,雪 の融解 と紫 外線 に よる色素の分解を受け て漂 白され るTeclmiqueは 雪 国 の

生 んだ特 異の ものである.

2.4染 色 実 験

2.4.1藁 灰汁抽出法(東 洋古代法)に よる絹,木 綿および麻の染色:3種 の試験布は19を

川い.紅 花餅風乾品5

dを 基 準 とした.秤 量

した花餅(以 下花餅 と

言 う)を 木綿袋に入れ

冷水100m1の 中 に浸 し

内容物をほ ぐしなが ら

黄色素を溶か し出す.

別 の ビーカーに藁灰汁

(pH=10.0)100mlを

入 れた中へ,花 餅を入

れた木綿袋を漬け て,

紅 色素を もみ 川す.木

綿 袋の中 の花 餅が紅を

失 なって白 くなるまで

続け る.木 綿袋 を絞 り

黄 褐色 の液に梅酢 を加

えなが ら,カ ・きまぜ酸

{生(pH=5.0)と な る と

液は美 しい紅赤色 とな

る,常 温の液(250C)に

試 験布片 を浸し,2時

間 染色す る.そ の間20

分 毎 に布片 を取 り出 し

て絞 り,布 を風 にひろ

げて当ては液 に浸す.

染 色 の終 った布は梅酢

水(pH=4.O)に30分

漬 け,蒸 溜 水中に さら

ユ00

JO

80

/!1

(iU

反

射50

率

9,1
1(1

;,O

'?O

10

波 巽(・m)

第3図 紅染絹布の反射率曲線
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に5分 間浸 して洗 い引上 げて軽 く絞 つて風 乾す る.

な お対照試験 のため水洗原布,ケ イ酸 ソー ダ(1.5%)100mlを クエ ン酸(6%)に てpH

=5 .0と した液 中に1時 間 浸 して風乾 した布(ケ イ酸下地布),1.5%硫 酸 アル ミニウム

液 に1時 間浸 して風乾 した布(ア ル ミ媒染布)お よびケイ酸 ソー ダと硫酸 アル ミニウムを

100mlづ 瓦等量混ぜ た液(ケ イ酸 アル ミニウムの 白色浮遊物が生 じる)に 白沈が 消える迄

クエ ン酸 を加 えた液(pH=5.O)に 布 を1時 間浸 し風乾 した もの(ケ イ酸 アル ミニ ウム媒

染)も 同 じ条件 で染

色 を行 なった.こ れ

らの染色絹布 の380

～700nm波 長 におけ

る反射率 曲線図を第

3図 に示す.

花 餅には紅色素 カ

ル タ ミンに 由来す る

特有 の吸収 曲線が50

0nm付 近 に現われ る

こと が 知 ら れ てい

る.10)本 図 におい

て 反 射 率 の 低い 一

Hueの 深 い ものは古

式の灰汁 漬け処理 を

した布 とケイ酸 アル

ミニウム媒染 を した

布 である ことは明白

である.

越後上布の染色:第

4図 に紅染上布の各

波長による反射率曲

線を示した.

反

射

率

%

木綿の染色:第5図

に木綿の各波長に よ380180580fill)7(IU
波 長(nm)る反 射率曲線を

かか 第4図 紅染越後上布の反射率曲線

げる.

越 後上布 および木綿 の様 な植物性繊維 は絹 蛋 白 繊 維 と紅色素 の吸着性 に差 異のあ ること

S,媒 染 剤 の効 果が絹布 の様に著 し くない ことが示 され ている .

2.4.2炭 酸 力 リ抽 出法(西 洋法)に よる絹布 の染 色:試 験 布19に 対 し花餅59を 用 い,

花 餅を2.4.1と 同 じ く水溶性 サ ブP一 ルエ ローを除いた後,炭 酸 カ リ0.49/100mlの 水 溶

液を以 て紅色素を抽 出し,6%ク エ ン酸水 を加 えてpH=5.0に 調 節 した 紅染液 に前回同

様の条件で染色を行な った.対 照 としての水洗原布,灰 汁漬 布,ケ イ酸媒染,ア ル ミ媒染

お よび ケイ酸 アル ミ媒染 も同 じであ る.
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染 色布の各波長による反

射率を測定 した結果は第

6図 に示 した.

2.4.1絹 布 の もの と同様

に無媒染 の布が染着不 良

であって,ア ル ミ媒染 と

ケイサ ン媒染,灰 汁漬布

と染着 は向上 し,ケ イサ

ンアル ミ媒染 が優 れてい

る.

2.4.3ケ イ酸 ソーダ抽 出

反 法 による絹布 の紅染:灰

.,(I

射 汁 中には炭酸 アル カ リと

曽 ケイ酸 が著量 に存在 し
,

乞1・ 灰汁 に よる紅花色素 の抽

出にはケイ酸 アルカ リの

作用 にまつ ところの大 き
30

い こ とは想像 され る.そ

こでケイ酸 ソ0ダ に よる

20抽 出法 を行 なった
.試 料

絹 布12に 対 し風 乾紅花

59・ 水 溶性黄 色素を上

記 同様 に除 き,1.5%ケ

イ酸 ソ0ダ100mlで 紅 色

素 を抽 出 し,ク エ ン酸 で
3SO180580fihO7()0

波 長(nm)pH=5.0に 調節 して得 た

第5図 紅染綿布の反射率曲線 紅色素液 で染色 した.今

回は灰汁 漬布,ケ イサ ン媒染布,ア ル ミ媒 染布のほか新たに灰汁成分であ る他 の金層塩を

も加えた.す なわち ケイ酸一 アル ミー マ ンガ ン(1.5%塩 化 マ ンガ ン50ml添 加)ケ イ酸一

アル ミー一マ ンガ ンー一一カルシ ウム(1.0%炭 酸 カルシ ウム50ml添 加)の 二媒染布 である.

染 色布の各波長におけ る反射率測定の グラフを第7図 に示す.

ケイ酸 アル ミ媒染布が最 も深いHueを 示 す位置にあ って,マ ンガ ン,

は ケイサ ン媒染 のみの場 合 と大差 がない.

カルシ ウムの添 加

3.実 験 結 果 と 考 察

3.1絹 練 り(藁 灰水漬)効 果について

2.2の 実験の結果絹は光沢を増し 「絹鳴 り」を生 じて,

着している.

3.2越 後上布の雪晒効果について

さらに灰汁 より有効な媒染剤を吸
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未晒原 布 と雪晒 上布の反

射率 曲線 を見 くらべてそ

の漂 白効 果の 著しい こと

が 判明す る.王 朝 の頃か

ら1000イト⊥ソ、i=糸匿承 され て

いる この技術 は越後にお

いて生れ た 日本 の技 術で

あ り,大 陸 よ り伝わ った

ものではない.雪 の物 化

的性質 と紫外線 を利川 し

た誇 るに 足 る も の であ

る.そ れ は後代の 日本 の

技術 である寒 天の製造11)

と・一豚 通 じ る もの が あ

反 る.

射3.3絹 布,綿 布お よび麻

率 布の色素吸着性につい て

(・():糸 畠布 と麻布は女某染剤 の

効 果は箸 しくない.i而 者

は と もに植物繊維 であ る

セル ロースであ って紅色

素を よ く吸着 してい る.

この性質は花餅に混在す

る黄色 々素を吸収せず選

択的に紅色素に親和力を

持つ ことで ある.古 来,

波 長(nm)口 紅 の製造は木綿泊了に紅

第6図 炭酸アルカリ法による糸工染絹布の反射率曲線 色素を吸着 させ て藁灰水

で溶か し酢 で発色 させ,こ れ を繰返 して泥状 の色素を採集 し乾燥 さすのであ る.絹 は'黄色

々素 と紅 色素の両 者を ともに吸着 す る.無 媒染の絹布が橋色調を示す のは この ことを証L

て い る.灰 汁抽出法,炭 酸 カ リ抽 出法 および ケイ酸 ソーダ法の反射率曲線に よって見るの

みでな く,同 時に測定 した色 の三刺激値X,Yお よびZの 数値表 をか 鼠げ る.



新井 ・大岩 ・槽原 古代染色の化学的研究 纂2報

0

0

0

q」

1

08

07

06

05

04

反

射

率

%

03

02

7-67-3

330480580680700

波 長二(nm)

第7図 ケイ 酸 ソー ダに よ る紅 染 絹 布 の 反射 率 曲線

第3表 第3図 のX.Y.Z数 値*

紺 法細 ∫ 整理酬XYZX+Y+Zxy Z

　

btu:,,,,

,劃

ケ イ 酸 媒 染

ア ル ミ 媒 染

ケ イ酸 アル ミ媒 染
「

*表IPのx
,y,

XX二=
十Y-E-L

3-1139.65?8.5115.6583.81

3--232.4820.78ユ1.6164.87

3-3134.9522.8012.6170.36

3-4136.4/24.4114.3575.17

3--5'31.6519.511.1762.41

お よびzはX,Y,Z.の 和 に 対 す るX,Y,

y_Yz_1_X十Y十LX十Y十L

0.47310.34020.1867

0.50070.32030.1790

0.49670.32400.1793

0.48440.32470.1909

0.50710.31390.1790

Zそ れ ぞ れ の 比 率 で あ る 。

21
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第4表 第4図 のX,Y,Z数 値

灰汁越後上布

無 媒 染

灰 汁 媒 染

ケイ酸 媒 染

アル ミ媒 染

ケイ酸アル ミ媒染

整理番号

-
↓

9
臼

3

バ
愉

rO

一

一

一

一

一

酒4

沼4

君4

4

4

x Y ZX十Y十ZxY 7

28.5916.94

25.9515.18

26.8515.58

26.9615.55

29.8018.50

11.48

11.92

11.97

11.78

15.80

57.010.5014

53.050.4892

54.400.4936

54.290.4966

64.100.4649

0.29710.2015

0.28610.2247

0.28640.2200

0.28640.2170

0.28860.2465

第5表 第5図 のX,Y,Z数 値

灰汁法木綿布

無 媒 染

灰 汁 媒 染

ケイ酸 媒 染

アル ミ媒 染

ケイ酸アル ミ媒染

整理番号

-
⊥

り
4

3

4

FO

【

一

一

一

一

に
U

じQ

『0

に
U

『
0

x Y ZX十Y十Zx Y Z

31.5518.49

22.9313.17

27.1515.82

28.7816.88

31.1018.35

17.1467.180.4696

12.3548.450.4723

14.9057.870.4692

17.4563.110.4560

17.4766.920.4647

0.27520.2551

0.27180.2549

0.27340.2575

0.26750.2765

0.27420.2611

第6表 第6図 のX,Y,Zの 数値

炭酸アルカリ
法 絹布

無 媒 染

灰 汁 媒 染

ケ イ酸 媒 染

ア ル ミ媒 染

ケイ酸アル ミ媒染

整理番号

-
⊥

9
自

Q
σ

」4

rO

[

一

[

一

一

ρ0

ρ0

ρ0

だ0

ρ0

x Y ZX十Y十Zx Y Z

43.0529.51

33.8622.31

36.3524.15

33.1525.99

30.0518.75

22.11

17.19

19.04

21.15

12.55

94.670.4547

73.360.4616

79.540.4570

80.290.4129

61.350.4898

0.31170.2335

0.30410.2343

0.30360.2394

0.32370.2634

0.30560.2046

第7表 第7図 のX,Y,Zの 数値

ケイ酸ソータ

法 絹布

無 媒 染

灰 汁 媒 染

ケ イ酸 媒 染

ケイ酸アル ミ媒染

ケイ酸アル ミー
マンガン媒染

ケイ酸アル ミー
マンガンー
一カルシウム

媒染

整理番号

∩乙

り
O

「0

㎜

一

一

7
6

7
σ

7
」

7-6

7-7

x Y 7,X十Y十Zx yz

35.64

39.28

33.92

23.60

26.30

21.40

18.05

19.49

14.71

77.29

85.07

70.03

0.4611

0.4617

0.4844

0.30530.2335

0.30920.2291

0.30560.2101

38.3526.1518.3082.800.46320.31580.2210

38.3926.1819.1983.76 0.45830.31260.2291

3.4C.1.E.色 度 座標 に よる表色12)比 較.

色 の三刺激値 よ り求め られたX,Y,Zの 比 率x,y,zは そ の和 が1と な り,x,y,

の両 者が決 まればZは おのつ と定 まるのでXとyで 色 の性質 を表 わす .Xを 横軸 に,yを

縦 軸 として直交座標 を描 いて,そ の上 に測定 した色 のx,yの 値 を用 いてプ ロッ トして色

度点が得 られ る.各 波 長のスペ ク トル光 の色度 のプ ロッ トに よる馬蹄型 の軌跡 の内側に第

3表 よ り第7表 までの各染布 の色度が 求め られ る .こ のC.1.E,色 度 座標 を用いて灰汁
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第8図C.1.E.色 度 図一1灰 汁 法 染 布 の 比 較

法に よる絹 、木綿 お よび越 後上 布の色相を比較す る.

3.4.1絹 染 布 の色相:第8図 の中央のC点 は標準 白色光 の原点 であって,3-1(第3表 の

整理番 号以 下 これに な らう)染 布はx座 標0.47の 垂 線 とy座 標0。34の 水平線 の交 点がその

色度点 であ る.C点 とその交 点を結ぶ延 長線は スペ ク トル波長軌跡 曲線の603nmに 達 す る.

590～610nmの 波 長間の色相は橿色であ り,無 媒染 の絹布は黄色色素 を も吸着 し黄 と赤 の

混色 を示す と言え る.灰 汁漬けの3-2はx=0.50y=0.32と して座標上 に色度点 を求めC

点 と結ぶ とそ の延長線は618nmに 会 う.610～700nmの ス ペ ク トル色相は赤色であ る.灰

汁 の媒染効果 と黄色h素 を制限す る因子があ ることがわか る.

つ ぎに3-3のx,yに つ いて同様に して618nm,3-4は609nmで あ る.そ のことは ケイ酸媒

染に よって黄色 々素 の吸着 を制限 してい ると解釈 され,ア ル ミ媒染は発色に効果はあ るが

黄色色素 の制御は しない と考え られ る.3-5のx,y値 に よ り波長値 を求め ると620nmの

赤 色相 となる.こ れはそれぞれ単独 では灰汁 の媒染 に よる色 相に至 らないが ケイ酸 アル ミ

ニウム(pH=5 .0)の 状 態に おいての媒染 が灰汁 以上の効果をあげ てい ることを示 し,灰
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汁媒染 の効 力は灰汁中に含 まれ るケイ酸 とアル ミニ ウムの相乗効 果であ ると推定 され る.

さ らに この ことを確定す るため には灰汁 中の他の成 分の作用 を知 らねばな らない.第6表

と第7表 は炭酸 アル カ リとケイ酸 ソー ダに よる抽 出液 での各 染布の数値表であ る.一 一一・見 し

てx値 が大 きくy値 の低い4,の ほ ど燈 一→赤 に達 す ることが予測 され る.抽 出剤が変つ て

もケイ酸 アル ミの媒染効果は著 しい.7-6の マ ンガンの添加,i-7の さ らに カル シ ウムの添

加 のC.1.E.色 交 図を第g図 に示 す.

1・UO

・;'1)

)( ・10

475

!170

、競 、
・鯉 、o

・'?O

一

・30 ・40 ・50 ・E>U

7

6

㎝
弍 5「75」

/U.'!J'

第9図C.1.E.色 交 図一2:炭 酸 アル カ リとケ イ酸 アル カ リ法 染 布媒 染効`fir'.

6-2,7-2は650111n,630nmと 灰 汁媒 染効 果を示 し,6-5と7-5は そ れぞれ625nmの 位 置を 占

め る.そ れ らはi1∫視 的には'iくll別が つかない ものであ る.7--6はx=0.46Y=0.32で613nm

7-7はx=0.46y=0.3!618nmの 値 とな りケイ酸 アル ミニ ウムの効果 にプ ラスは してい

ない ことが判 明 した.こ れ らの事実 に よって古代紅染 の灰 汁漬の意義は ケイ酸 アル ミニウ

ムの絹へ の吸着 と確認す る.

3.4.2越 後 上布 と木綿染布 の色相:第4表 と第5表 の各染布のx,y,値 は 大差が な く良

く赤 く染 っている.こ の ことは前述 の植 物性繊維 が赤色 々素を よ く吸着す る事実を裏 書 し
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第10図c.1.E.色 度 図 一3.越 後上 布 と綿 イi∫の紅 染 色相

てお り,媒 染剤の使川に よ一)て,す べて求め る色 の色度点 とC原 点 との延 長線 が38011tH～

780nmを 結 ぶ線(馬 蹄型 の曲線)と 交わ らず,380nmと780nmの 両 点 を糸、七ぶ線 と交 わ る.

す なわち紅を追 うて赤を越え 紫界 に至 ったのであ る.上 村六郎,山 崎勝弘13)に よれば紅

染は濃 きも淡 きも青味を含んでい るのを特長 とす ると記 してい る.第4表 の4-2第5表 の

5-2以 下 の ものはすべ て主波長 は青の補色で示 され る.4-2はx=0.49y=0.29492Cで

あ り5-2はX=0.47Y=0.27はCとNを 結ん だ延長線が1等の波 長 と交わ る点の494Cと 位 置

づけ られ る.

3.4.31CI(colouratlasに よ る色相表/J≧14)ICIcolouratlasに よ って染布 の色相 と

「式内染鑑」15)(朽 木 本)の 色相を照合 して色感 の基準 とした.1例 を あげ ると染布4-1

はR22Y7N5で あ り朽木本 の こ韓紅花綾.(か ら くれ ない)に 一致 した.万 葉 集に紅

之深染之衣(1313)と 表 現 された縢脂(え ん じ)色 であ る.草 木染特有のShadeは 何 か

?美 くし く染 まった越後 上布は神秘で あった.
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4総 括

4.1早 稲 藁を川 いて藁灰汁 を作 り,絹 布の精練 と媒染 の効 果を確 認 した.灰 汁の成 分中,

ケ イ酸 とアル ミニ ウムの挙動につ いて前 者は黄 色色素の吸収 を防 ぎ,後 者は紅染に美 くし

い色調 を表わす媒染 作用があ り,両 者の存在が不一"丁欠である.

4.2麻 と木綿 は紅色 素を良 く選択 吸着 して媒染剤を紅 染の色相 を/!lゐ ためには必 要 とLな

し・.

4.3越 後 上布の吃1iρ晒 し,の ごと く天然現象の巧みな利川 と稲作民族 の稲藁灰 中の無機成分

の活用16)な ど古代 人の経験的技術 は貴重 な文化遺 産であ る.灰 汁 を取 った残渣は/言楽焼

の紬薬6)と な り,紅 色素を抽出 した淳は 日に 乾 して蚊や りに 川いた.8)天 物 の所 イ∫す る

Virtueの 発揮 である .

終 りに臨み色彩測定に際 して御忠11を1,・ ただ き機 器使川 の便宜 をJ-;{ら れ ま した住友 化学
『{二〕雑季朱
ン境∫ミ社ニノi反三製」告ヅ所色彩{i)(究雀{右 ♪Hレ{・こ二男先互三1こ1・〔些、謝の,藍∵を表 し,あ 才)一{士て}吾友～竜沙く

毛言三1Lをjlllじ て,玉 秘重な る無研弓き2〔でヒffオ1精の1越で妾1☆布をン仁研:写巳の'た～ゾ踊こ頁易オっりま した菊〒濠5些キ

丁打魚、幸召君Kノくli田∫ 二丸1・休糸哉4勿木朱}覧∫ミネi∵常矛芳恥く糾行{と 雪書・今防1書冠.主人 金令オく罎{弓斐良}≦先{ijこ!享 く御1挙L

を 中 し」=しナま一ダ.
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Summary

"1'h
edyeing;using;reddyestuffinsafflowerwasbeguninancientAsiaandalso

pervadedinEurope.InEuropethepigmentwasextractedwithanaqueous

solutionofnaturalsodaandcolouredbycitron.Besides,inOrientthepigment

wasextractedwithanaqueoussolutionofstrawashesandcoloured(rouge)by

vlnegar.IntheOrient,asprevioustreatmentofdyeing,theaqueoussolutionof

strawasheswasuse(1inordertomakethesilicates(actingasmordant)ofAI,

Mnandsoonabsorbonsilkcloths'byimmersingthemIIltOthesolution ,In

Europe,suchmordanthadnotbeenused.The(leepnessofthehueofrouge

dyeingIIItheOrientresultsfromusingofsuchmordants.


